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中学校第２学年 数学科学習指導案 
日 時 平成 28 年９月 30 日(金) ２校時 
指導者 

 
単元名    一次関数（啓林館 未来へひろがる数学２ pp.56-89） 

 

１ 単元について 

  関数の理解は，いろいろな事象における変化を捉えることから始まる。小学校においては，第４学年

から第６学年にかけて，数量の関係を□，△，a,x などを用いて式に表し，それらに数を当てはめて調

べたり，変化の様子を折れ線グラフで表し，変化の特徴を読み取ったりして，比例と反比例の関係につ

いて学習している。中学校においては，第１学年で，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を

調べ，比例，反比例の関係を表，式，グラフなどで表し，関数として捉え直している。これらの学習を

踏まえ，第２学年では，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べるこ

とを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を養うこと

をねらいとしている。本単元では，一次関数を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を捉え，一次

関数を利用して問題を解決することにより，関数をより深く学習する。日常生活や社会には，関数関係

として捉えられる事象が多くあり，変化や対応の様子を調べることで，身のまわりにある問題を解決し

ていくことができるようになるために重要な単元である。また，第３学年で学習する関数 y＝ax２につな

がる単元でもある。 

  本学級の生徒は，事前調査では，数学の学習について，「好き」12％，「どちらかというと好き」48％，

「どちらかというと嫌い」28％，「嫌い」12％と回答している。１年生で学習した「変化と対応」の表，

式，グラフを扱った学習については，52％の生徒が「好き」「どちらかといえば好き」と回答をしている。

これまでの学習内容については，数や文字を使った計算や図形の面積や体積を求めるなど，機械的に答

えを出すことを好む生徒が多く，自分の考えや求め方などを言葉や文字を使って他の人に説明したり書

いたりすることには，苦手意識をもっている生徒が多い。グループでの話合い活動については，「好き」，

「どちらかというと好き」と回答した生徒は 85％で，その理由として，友だちの意見や考え方を聞ける

こと，教えてもらえることを挙げている。一方で，自分の考えや求め方などを説明する活動については，

「どちらかというと嫌い」，「嫌い」と回答した生徒が 85％で，その理由として，どう説明してよいのか

分からない，伝えることが難しいなどを挙げている。 
  指導に当たっては，一次関数の特徴を表，式，グラフなどで捉えさせ，それらを相互に関連付けるこ

とで，一次関数への理解を深めさせたい。また，事象の変化や対応を捉え説明する能力を伸ばすために

は，数学的な表現を用いながら他者に説明するような場面を意図的に設けることが必要であると考えて

いる。表，式，グラフが，変化と対応の様子や特徴をつかむ手立てとなり，さらに，自分の考えを表現

したり，他者に的確に伝えたりする際に有効に働くと期待ができる。 
本時は，携帯電話の料金プランを比較するという題材を扱う中で，これまでの学習を通して得た比例

や一次関数の特徴を用いて，数量の関係を考察し，表，式，グラフを相互に関連付けた理解へとつなげ

たい。生徒にとっても身近な携帯電話の題材を扱うことで，これまで学習した内容が日常生活の場面で

も役に立つという実感を生徒にもたせることができると考えている。また，１時間の授業の流れを「つ

かむ」「見通す」「練り合う」「深める」「まとめる」の５つの段階に分けて考え，それぞれの段階と学習

内容に応じた数学的活動を下記のような活動に分け，学習活動に取り入れる。 

ア 成り立つ事柄を予想する活動 
イ 観察，操作などの具体的な活動 



 平成 28 年度

- 2 - 
 

ウ 自分の考えを人に伝える活動，人の考えを理解する活動 
エ 目の前の課題から，物事の本質を見抜こうとする活動 
オ 発展的に考える活動 
カ 自分が行った活動を振り返る活動 
特に，上記数学的活動の中の「ウ 自分の考えを人に伝える活動，人の考えを理解する活動」に重点

を置き，生徒の考えを生かした授業展開を目指したいと考えている。 
 

２ 単元の目標 

（1) 事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ることができる。 

（2) 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解することができる。 

（3) 二元一次方程式を関数を表す式とみることができる。 

（4) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え説明することができる。 
 
３ 単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

様々な事象を一次関数と

して捉えたり，表，式，グ

ラフなどで表したりする

など，数学的に考え表現

することに関心をもち，

意欲的に数学を問題の解

決に活用して考えたり判

断したりしようとしてい

る。 

一次関数についての基礎

的・基本的な知識及び技

能を活用しながら，事象

を数学的な推論の方法を

用いて論理的に考察し表

現したり，その過程を振

り返って考えを深めたり

するなど，数学的な見方

や考え方を身に付けてい

る。 

一次関数の関係を，表，

式，グラフを用いて的確

に表現したり，数学的に

処理したり，二元一次方

程式を関数関係を表す式

とみてグラフに表したり

するなど，技能を身に付

けている。 

事象の中には一次関数と

して捉えられるものがあ

ることや一次関数の表，

式，グラフの関連などを

理解し，知識を身に付け

ている。 

 
４ 単元の指導と評価の計画 (全 19 時間) 

節 項 時数(時間) 

１ 一次関数とグラフ 

１ 一次関数 ２ 

19 

２ 一次関数の値の変化 ２ 
３ 一次関数のグラフ ３ 
４ 一次関数の式を求めること ３ 

２ 一次関数と方程式 
１ 方程式とグラフ ２ 
２ 連立方程式とグラフ １ 

３ 一次関数の利用 １ 一次関数の利用 
４ 

(本時１／４) 
単元のまとめ ２ 
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「○」･･･指導に生かすための形成的な評価，「◎」･･･単元における総括の資料とするための記録に残す評価 

時
間 

ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法 

数学への関心・
意欲・態度 

数学的な見方や考
え方 

数学的な技能 
数量や図形など
についての 
知識・理解 

１ 小単元１ 
水そうに水を
入れるときの
時間と水面の
高さの関係を
調べることな
どを通して，
一次関数の意
味を理解し，
身のまわりの
事象の中から
一次関数を見
いだすことが
できる。 

水そうに水を入
れる場面から，既
習の比例とは異
なる関数関係を
見いだし，比例と
の比較を通して，
その新しい関数
について考察す
る。 

◎身のまわりの
事 象 の 中 か
ら，関数や一
次関数とみら
れるものを見
付けようとし
ている。〔観
察・ノート〕 

◎事象の中から，
一次関数の関係
を見いだし，変
化や対応の様子
を捉えることが
できる。〔観察・
ノート〕 

 ◯一次関数を表
す式の形を理
解している。
〔観察・ノー
ト〕 

２ 一次関数の意味
を理解し，身のま
わりの事象の中
から，一次関数と
みられるものを
見付ける。 

 ◎一次関数の関
係を式に表し
たり，一次関
数の関係を表
す式に数を代
入し，対応す
る値を求めた
りすることが
できる。〔観
察・ノート〕 

◎一次関数の意
味を理解して
いる。〔小テス
ト〕 

３ 小単元２ 
一次関数の値
の変化を考察
し，変化の割
合について理
解することが
できる。 

x の増加量，y の増
加量を求め，一次
関数 y＝ax＋b の
変化の割合は一
定で，a に等しい
ことを理解する。 

◎一次関数の値
の変化を調べ
よ う と し た
り，変化の割
合を求めよう
としたりして
いる。〔観察・
ノート〕 

◎一次関数 y＝ax
＋b で，変化の
割合と a の関係
について考える
ことができる。
〔観察・ノート〕 

◯x の増加量や y 
の増加量から
変化の割合を
求めることが
できる。〔ノー
ト〕 

 

４ 一次関数の変化
の割合と反比例
の変化の割合と
の違いを理解す
る。 

○変化の割合が，
どんな関数でも
一定でないこと
を見いだすこと
ができる。〔観
察・ノート〕 

◎変化の割合を
求めることが
できる。〔ノー
ト・小テスト〕 

○変化の割合に
ついて理解し
ている。〔ノー
ト・小テスト〕 

５ 小単元３ 
一次関数のグ
ラフの特徴を
理解し，一次
関数のグラフ
をかくことが
できる。 

一次関数をグラ
フに表し，その特
徴を考える。 

◎一次関数をグ
ラフに表そう
とし，グラフ
の特徴を明ら
かにしようと
している。〔観
察・ノート〕 

◯一次関数のグラ
フの特徴を，比
例のグラフを基
に考えることが
できる。〔観察・
ノート〕 

 ○一次関数のグ
ラフの特徴を
理 解 し て い
る。〔観察・ノ
ート〕 

６ 一次関数をグラ
フに表し，傾きや
切片の意味，グラ
フの特徴を理解
する。 

◎一次関数のグラ
フの特徴を考え
ることができ
る。〔観察・ノー
ト〕 

◯一次関数のグ
ラフをかくこ
とができる。
〔観察〕 

○一次関数のグ
ラフの傾きや
切片について
理 解 し て い
る。〔ノート〕 

７ 傾きと切片を用
いた一次関数の
グラフのかき方
を理解する。 

         ◎一次関数のグ
ラフをかくこ
とができる。
〔ノート・小
テスト〕 

◎一次関数のグ
ラフの傾き，
切片の意味と
グラフの特徴
を理解してい
る。〔小テス
ト〕 

８ 小単元４ 
一次関数のグ
ラフから，そ
の関数の式を
求めることが
できる。 

一次関数のグラ
フから，傾きと切
片を基に関数の
式を考える。 

◎与えられた条
件から，一次
関数の式を求
めようとして
いる。〔観察・
ノート〕 

◯一次関数のグラ
フで，傾きや切
片を基に，その
式を求める方法
を考えることが
できる。〔観察・
ノート〕 

○一次関数の式
を求めること
ができる。〔ノ
ート〕 

 

 

９ 一次関数のグラ
フから，傾きと１
点の座標を基に
関数の式を考え
る。 

◯一次関数のグラ
フで，傾きや切
片，通る点を基
に，その式を求
める方法を考え
ることができ
る。〔観察・ノー
ト〕 

○一次関数の式
を求める方法
を理解してい
る。〔観察・ノ
ート〕 

10 一次関数のグラ ◎一次関数のグラ ◎一次関数の式 ○一次関数の式
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フから，２点の座
標を基に関数の
式を考える。 

フで，通る点を
基に，その式を
求める方法を考
えることができ
る。〔観察・ノー
ト〕 

を求めること
ができる。〔ノ
ート・小テス
ト〕 

を求める方法
を理解してい
る。〔小テス
ト〕 

11 小単元５ 
二元一次方程
式のグラフを
理解し，その
グラフをかく
こ と が で き
る。 

二元一次方程式
の解の値の組を
座標とする点を
とる活動から，二
元一次方程式と
一次関数の関係
を見いだす。 

◎二元一次方程
式のグラフを
かこうとして
いる。〔観察・
ノート〕 

◎二元一次方程式
を y について解
き，一次関数と
みることで，そ
のグラフの特徴
を考えることが
できる。〔観察・
ノート〕 

◯二元一次方程
式のグラフを
かくことがで
きる。〔観察・
ノート〕 

 

12 方程式のグラフ
を２点を求めて
かく方法， y＝k，
x＝k のグラフの
かき方を理解す
る。 

 ◎二元一次方程
式のグラフを
かくことがで
きる。〔ノー
ト・小テスト〕 

 

◎二元一次方程
式のグラフの
意味とかき方
について理解
している。〔ノ
ート・小テス
ト〕 

13 小単元６ 
連立方程式の
解とグラフと
の関係を理解
し，２直線の
交点を求める
こ と が で き
る。 

連立方程式の解
とそのグラフの
交点の座標との
関係を考察し，２
直線の交点の座
標を，連立方程式
を用いて求める。 

○連立方程式の
解とそのグラ
フの交点の関
係に関心をも
ち，連立方程
式を解いて，
交点の座標を
求めようとし
ている。〔観
察〕 

○連立方程式の解
は，２直線の交
点の座標になっ
ているとみるこ
とができる。〔観
察・ノート〕 

◎２直線の交点
の座標を，連
立方程式を使
って求めるこ
とができる。
〔ノート・小
テスト〕 

○連立方程式の
解とグラフの
交点との関係
を理解してい
る。〔小テス
ト〕 

14 
 
 
本 
時 
 

小単元７ 
事象の中から
一次関数を見
いだし，一次
関数を用いて
問題を解決す
ることができ
る。 

さまざまなプラ
ンを比較し，もっ
とも料金が安く
なるものを，表，
式，グラフを用い
て説明し，問題を
解決する。 
 

◎身のまわりの
事 象 の 中 か
ら，一次関数
を見いだし，
それを利用し
て，問題を解
決しようとし
ている。〔観
察・ノート〕 

◯事象を一次関数
とみなして，問
題解決の方法を
表，式，グラフ
を用いて説明す
ることができ
る。〔観察・ワー
クシート〕 

○一次関数の関
係を表，式，グ
ラフを用いて
表現したり，
処理したりす
ることができ
る。〔観察・ワ
ークシート〕 

 

15 出発してからの
時間と目的地ま
での道のりがグ
ラフに表された
関係から，いろい
ろな様子を読み
取り，問題を解決
する。 

○グラフから値や
式を読み取るこ
とで問題を解決
する方法を考え
ることができ
る。〔観察・ワー
クシート〕 

◯グラフから値
や式を読み取
ることを理解
している。〔観
察・ノート〕 

16 実験で得た時間
と水温の関係を
一次関数とみな
して，表，式，グ
ラフを用いて問
題を解決する。 

○事象を一次関数
とみなして，問
題を解決する方
法を考えること
ができる。〔観
察・ワークシー
ト〕 

○具体的な事象
の中には，一
次関数とみな
すことで変化
や対応の様子
について調べ
たり，予測し
たりできるも
のがあること
を理解してい
る。〔ノート〕 

17 長方形の辺上を
点が移動した距
離と，その時にで
きる三角形の面
積の関係を表，
式，グラフを用い
て表し，その関係
が一次関数にな
っていることを
基にして問題を
解決する。 
 
 

◎事象を一次関数
とみなして，問
題を解決する方
法を考えること
ができる。〔観
察・ワークシー
ト〕 

◯一次関数とみ
なして解決で
きる場面を理
解している。
〔ノート〕 
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18 単元のまとめ
をする。 

基本のたしかめ，
章末問題に取り
組む。 
単元テストを解
く。 

 基本のたしかめ，章末問題への取り組み，単元テストの結
果を基に，これまでの評価結果を補正する。 

19 

 
５ 本時の学習 

  １ 一次関数の利用 (本時１／４) 
 

６ 本時の目標 

 ・携帯電話の通話時間と通話料金の関係が一次関数になることを基にして，オススメの通話プランを選

んだ理由を，表，式，グラフを用いて説明することができる。 

 

７ 本時の評価規準 

  ・身のまわりの問題を，一次関数を使って解決しようとしている。 

                          (小単元で評価)【数学への関心・意欲・態度】 

 ・事象を一次関数とみなして，問題解決の方法を表，式，グラフを用いて説明することができる。 

【数学的な見方や考え方】 

 ・一次関数の関係を表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりすることができる。 

(小単元で評価)【数学的な技能】 

 

８ 指導の視点 

・数学的活動の取り入れ方とその指導，支援は有効であったか。 
・数学的活動「ウ 自分の考えを人に伝える活動，人の考えを理解する活動」に重点を置いた授業展開

は，生徒の考えを引き出し，学習を深めさせることにつながったか。 
 

９ 本時の展開 

過

程 
学習活動 

形

態 

○教師の支援及び指導上の留意点 

(●数学的活動における教師の支援) 

※評価の観点と方法 

つ

か

む 

 

１ 場面設定を知る。 

 

 

 

 (場面１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

○携帯電話やスマートフォンの広告を電子黒板

に示し，学習内容への関心をもたせる。 

○祖父が携帯電話を契約しようとする場面であ

ることを説明し，生活場面と数学を結び付け

られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 けいたさんは，携帯電話を契約しようと考えているおじいさんと一緒にお店に行きました。通

話プランには，以下の４つのプランがありました。祖父は毎日５分（月に 150 分）程度友人に連

絡します。おじいさんにオススメの通話プランはどれですか。 

（ただし，データ通信料，消費税は考えません。） 

Ａプラン：基本料金 0,500 円に加え,通話時間１分ごとに 30円かかります。 

Ｂプラン：基本料金 6,000 円で,カケホーダイです。 

Ｃプラン：基本料金  ０円ですが,通話時間１分ごとに 40円かかります。 

Ｄプラン：基本料金 3,500 円に加え，通話時間が 120 分を超えると,超えた分の通話時間１分 

ごとに 25円かかります。 
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２ ４つのプランを確認する。 

 

 

 

３ 通話料金は，一次関数とみなして考え

ることができることを知る。 

 

○ワークシート№１を配付する。 

○電子黒板に４つのプランを示し，全体に質問

しながら，基本料金と１分ごとの通話料を確

認させる。 
○通話時間と料金の関係が一次関数と捉えるこ

とができることを確認する。 

見

通

す 

４ けいたさんと祖父は,「基本料金が０円

であるＣプランが，自分が使うには一番

安そうでよい」と選択しましたが,２人の

選択が正しいかどうか予想する。 

 

 

＜予想される生徒の考え＞ 

  ・正しい    ・正しくない 

 ・分からない 

 

５ 予想を確かめるためには，何を用いれ

ばよいか考える。 

＜予想される生徒の考え＞ 

  ・表 ・式 ・グラフ ・分からない 

 

６ めあて「表，式，グラフを用いて,オス

スメはどのプランになるかを考えよう」

を知る。 

個 

 

 

 

 

 

 

●けいたさんと祖父の選択が正しいかどうか,

予想させる。予想したことを確かめるために

は，どうすればよいか考えさせる。 

 

 

 

○変化の様子を見ていく際，これまでどのよう

な方法を用いたかを思い出させ，表，式，グラ

フについて想起させる。 

 

 

○本時のめあてを記入させ，学習への見通しを

もたせる。 

練

り

合

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 〔課題１〕を知る。 
〔課題１〕 
 
 
 
８ グループ活動①を行う。 
・グループで，表，式，グラフのいずれかを

用いて考え，説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子黒板に，〔課題１〕を提示する。 

○ワークシート№２を配付する。 
 
 
 
○電子黒板にグループ活動①の座席を示し，移

動させる。 

 
●表，式，グラフの３グループに分け，各グルー

プでワークシート№２を完成させる。 

○机間援助を行い，表，式，グラフをかくことが

できない生徒がいるグループには，グループ

内の全員がワークシート№２を記述できるよ

うにグループ間をつなぐ声掛けを行う。 

●ワークシートの記述を基に，祖父にとってオ

ススメの通話プランを話し合わせる。次のグ

ループ活動では，グループが変わるので，全員

【数学的活動】 
ア 成り立つ事柄を予想する活動 

【数学的活動】 
イ 観察，操作などの具体的な活動 

月に 150 分程度の電話をするおじいさんにオススメの通話プランはどれですか。 

祖父とけいたさんに分かりやすく説明しよう。 

【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活動・人

の考えを理解する活動 
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９ グループ活動②を行う。 
・新しいグループで，表，式，グラフを用い

て４つのプランを確認する。  
 
 

 

 

 

・分かりやすかったものを用いて，説明でき

るように記述する。 

 

10 祖父には，どのプランがよかったのか

確認する。 

・なぜＤプランがオススメなのか，数学的な

表現を用いて説明する。 

 

 

 

Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

が説明できるようになっておくことを伝え

る。 

 

○電子黒板にグループ活動②の座席を示し，移

動させる。 

 

●４つのプランの中からオススメの通話プラン

を，グループ活動①で確認したことを基に，

表，式，グラフを用いてそれぞれ説明させる。 

○お互いの説明を比較検討させ，ワークシート

№１に祖父にオススメの通話プランを記述さ

せる。 

●なぜそのプランがオススメなのか，何をどの

ように用いたのか説明できるようにさせる。 

○書画カメラで，発表するグループのワークシ

ートを電子黒板に映す。 

○代表のグループを指名し，祖父にオススメの

プランがＤプランであることを説明させ，予

想が正しくなかったことを確認させる。 

深

め

る 

 

11 祖父の友人へのオススメの通話プラン

を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワークシート№３を配付する。 

○電子黒板に祖父の友人の条件を示す。 

●祖父の友人のそれぞれの条件に合うオススメ

の通話プランを考え，ワークシート№３に記

述させる。記述の際は，オススメと判断した理

由を，表，式，グラフのどれを使って判断した

のか，どのように用いて考えたかを数学的な

表現を用いて記述させる。 

 

●何をどのように用いたのか説明できるように

させる。 

 

・卑弥呼ばあさん…「グラフから判断させる。」

「式に代入して，料金を求める。」のいずれか

が出てくると思われる。600 分の通話時間は，

ワークシート№２でかいた表，グラフからは

判断できないため，どのように説明するか考

えさせる。 

・秀吉じいさん…「表から判断する。」「式に代

入する。」「グラフから判断する。」のいずれ

も出てくると思われる。100 分ぴったりの通話

時間であれば，表から判断できるが，100 分ぴ

ったり通話するわけでないことから前後の時

【数学的活動】 
エ 目の前の課題から，物事の本質を

見抜こうとする活動 

【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活動・人

の考えを理解する活動 

【数学的活動】 
オ 発展的に考える活動 
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12 祖父の友人にオススメの通話プランを

発表する。 

 

 

 

 

・卑弥呼ばあさん，秀吉じいさんのどちらか

を取り上げ，数学的な表現を用いて説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

間を含めて，どのように判断するのか考えさ

せる。 

○比較検討する際には，グラフを用いるとよい

ことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○書画カメラで，発表する生徒のワークシート

を電子黒板に映し，記述した表や式，グラフを

用いて説明させる。 
○代表のグループを指名し，発表させる。 

○契約する側の視点に立って，何か質問がない

か全体に確認する。 
○グラフの交点については，連立方程式を用い

て求めることを確認する。 

ま

と

め

る 

13 本時の学習について振り返る。 斉 ●本時の学習のまとめをワークシートに記述さ

せる。数学と生活の場面とのつながりや，事象

を一次関数として捉え，表，式，グラフを用い

て問題解決ができることの良さを実感させ

る。 

○実際の料金プランについても触れる。 

○ワークシートを回収し，評価の参考資料とす

る。 

◇ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。 

 斉･･･一斉活動， 個･･･個人活動， Ｇ･･･グループ活動 
 

【数学的活動】 
カ 自分が行った活動を振り返る活動 

【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活動・人

の考えを理解する活動 

※ 事象を一次関数とみなして，問題解決

の方法を表，式，グラフを用いて説明す

ることができる。 
【数学的な見方や考え方】 

          （ワークシート・観察） 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ）：オスス

メの通話プランについて，表，式，グラフ

を用いて，説明することができる。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される生

徒への指導：お客さんの条件に合わせて，表

やグラフを基に比較させる。特にグラフに

着目し，お客さんの条件がグラフ上ではど

こに当たるのか確認させ，比較できるとこ

ろを見付けて考えるように助言する。 


